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小児看護学基礎教育における
著作権上の配慮について  

北海道大学大学院保健科学研究院 

コリー 紀代 



はじめに 

コンピューターの普及、コンピューターリテラシーの向上  

漫画やアニメなどの人気キャラクターの使用 

看護者と子どもとの距離を縮める 

複製使用による著作権上の問題 

気軽に有名なキャラクターを使った印刷物を作成可能 

IT化 

小児看護 



用語の定義 

 「オリエンテーション」とは、入院時のオリエン
テーション、検査・処置の説明といったオリエ
ンテーションと、食事指導、運動指導、退院時
指導等の患者指導の両方を含むこととする。 

 「オリエンテーション用紙」とは、オリエンテー
ションや患者指導の際に用いる説明内容を
記した用紙のことを指す。 



著作権法との関連 

 
著作権とは、日本国憲法第29条（財産権の保障）に規
定されている「財産権」にふくまれる「知的財産権」
の一部を指す。 

著作権法第1条（目的）では、「この法律は、著作物並
びに実演、レコード、放送および有線放送に関し著
作者の権利及びこれに隣接する権利を定め、これら
の文化的所産の公正な利用に留意しつつ、著作権
者等の権利の保護を図り、もつて文化の発展に寄
与することを目的とする。」  



図１　オリエンテーションの内容
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図２　使用されたキャラクター
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お気に入りのキャラクターの使用  

利点 

１）つらい症状に耐え、痛みを伴う検査に耐える
小児を元気づける。 

２）内服等の治療を拒否する子どもに対し、お
気に入りのキャラクターを用いて関心を引くこ
とができる。 

３）お気に入りのキャラクターを使うといった個
別性の配慮により、看護者が専門職的愛情
を表現する場ができる  



小児看護学実習指導の際の事例  

１）学生が実習中に担当患児の指導目的でキャ
ラクターを使用する場合 

 

２）学生が作成したオリエンテーション用紙を病
棟看護師が他の患児に使用する場合 



１）学生が実習中に担当患児の指導
目的でキャラクターを使用する場合 

第35条（学校その他の教育機関における複
製等）に「学校その他の教育機関において教
育を担任する者及び授業を受ける者は、その
授業の過程における使用に供することを目的
とする場合には、必要と認められる限度にお
いて公表された著作物を複製することができ
る。」  







２）学生が作成したオリエンテーション用紙
を病棟看護師が他の患児に使用する場合 

学生が準備したオリエンテーション用紙は、
看護師･教員からの指導や助言を受け、最終
的に許可を得たものを患者指導に使うが、そ
れだけの理由で著作者が小児病棟・病院に
移るわけではない。  

内容についての確認を病棟看護師や教員が
行ったとしても、オリエンテーション用紙の著
作権は学生にある。  



結 語 

著作権は、著作者が目の前にいない、あるい
は看護学生等、社会的立場の弱い場合に侵
害されやすい。  

実習の中で指導してきたが、今後は、講義の
中で触れる等、効果的な教授法について検
討を重ねていきたいと考える。  


